
令和６年度事業計画(生涯学習係）

家 庭 教 育 №１

区 事 業 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨 主 催

分 期 間 場 所 参 加 対 象 事 業 内 容 ・ 実 施 方 法

１ 人間形成において重要な影響力を及ぼ 町教委 10月２日(水) 厚岸小学校 新入学児の保護 新小学１年生のスクリーニング検査時に、保護

家庭教育講座 す家庭教育を充実させるために各教育 ９月27日(金) 真龍小学校 者 者を対象とした子育て講話を行なう（教育委員

委員会等と連携し、数多くの親が参集 10月予定 太田小学校 会指導室連携）

する場で学習機会を提供し、家庭教育

主 機能の向上を図る。

２ 音楽や演劇等の上演を行い、芸術文化 町教委 未定 情報館 町内１才以上の 公演団体調整中

催 人形劇公演 を鑑賞する機会を提供するとともに、 町民

情操のかん養を図り健全育成に寄与す

る。

事

３ 指導者の活用と学習機会の場を提供す 町教委 ７月予定 未定 乳幼児とその親 町外講師による親子体験講座

親子体験講座 るとともに、乳幼児期の子を持つ母親

業 の豊かで文化的な子育てに寄与する。

４ 子育てに関する情報を町民に広く伝え、町教委 随時 子を持つ親 家庭教育における講座の情報提供

子育て支援の情 啓発することにより家庭教育の充実を

報提供 図る。

５ 企業や各種施設、飲食店等に啓発を通 道教委 随時 各企業等 家庭教育を支援するための職場環境づくりに取

北海道家庭教育 して社会全体で子どもを育てる意識の 組む企業等を促進する、家庭教育サポート企業

支 サポート企業制 高揚を図る。 だよりの配布。

度

援

６ 全ての保護者が安心して家庭教育を行 道教委 随時 サークル指導者 「家庭教育ナビゲーター」養成・育成及びスキ

事 家庭教育支援者 うことができるよう、「家庭教育ナビゲ 町教委 ＰＴＡ関係者 ルアップのための研修会等の案内

の養成とネット ーター」の養成及び育成を行うととも 子育て関係者

業 ワーク事業 に、市町村の家庭教育支援者のネット 教員など

ワーク化を進め家庭教育支援の充実を

図る。



少 年 教 育 №２

区 事 業 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨 主 催

分 期 間 場 所 参 加 対 象 事 業 内 容 ・ 実 施 方 法

７ 少年が自らの体験や考えを提言するこ 町教委 ６月１日(土) 情報館 町内中学生 町内各中学校の代表者による発表

少年の主張大会 とにより、社会の一員としての自覚と （最優秀賞１名優秀賞２名を選考）

責任に目ざめ、健康な心身づくりに努

めることを助長する。

８ 少年の芸術鑑賞の機会を提供し、情操 町教委 ９月５日(木) 厚岸小学校 町内全小学生 公演団体・内容：劇団民話芸術座「雨ふり小僧」

少年芸術鑑賞事 のかん養を図るとともに、芸術に対す ９月４日(水） 真龍小学校 ※町内小学校で２公演

主 業 する理解を深め、人格の健全育成に寄 （太田小学校児童は真龍小学校で鑑賞）

与する。

町教委 ９月下旬予定 厚岸中学校 町内全中学生 公演団体・内容：日本青少年文化センター

真龍中学校 ヴァイオリンとオーボエデュオコンサート（予定）

催 ※町内中学校で２公演

（太田中学校生徒は真龍中学校で鑑賞）

９ 友好都市である山形県村山市と厚岸町 実行委員 ７月30日 山形県村山市 厚岸町･村山市 本年度は厚岸町の児童が村山市を訪れ、体験活動

事 友好都市子ども の子どもたちが、お互いの地域の風土 会 ～８月２日 の小学４年生 等を通して交流を行なう。(３泊４日)

交流事業 や文化にふれ、野外活動交流をとおし （３泊４日) ～６年生 ※児童10名、引率者４名で訪問予定

て子どもたちの感性豊かな人格形成に

寄与する。

業

10 姉妹都市であるオーストラリア・クラ 実行委員 ３月下旬予定 ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 町内の中学生 ホームステイや学校交流を行うとともに、異文化

姉妹都市中学生 レンス市で、ホームステイ等による国 会 ６月募集予定 ﾀｽﾏﾆｱ州 〃 高校生 に触れ国際性を養う。（７泊８日）

等国際交流事業 際交流を通して、国際感覚を持った人 ｸﾗﾚﾝｽ市 ※中学生８名、高校生２名、引率者３名で訪問予

格形成を図る。 定

11 太平洋沿岸部を震源とする巨大地震発 町教委 募集 町民 町内の小中高等学校への募集依頼及び投票箱の設

防災標語募集事 生時に適切な避難行動を促すために、 ５月～６月 置等により、一般町民の募集を募る。

業 町民一人ひとりの防災に対する意識の 審査・選考 最優秀賞１名、優秀賞３名、佳作８名を選定する。

高揚を図る。 ７月

12 生活の基本である「あいさつ・声かけ」町教委 通年 各小中学校 町内の各小中学校に横断幕の掲示

あいさつ声かけ を奨励し、子どもを地域で守るととも ・町内 生涯学習情報誌『LL TIMES』等での町民への奨励

運動の奨励 に地域の防犯対策につなげる。



少 年 教 育 №３

区 事 業 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨 主 催

分 期 間 場 所 参 加 対 象 事 業 内 容 ・ 実 施 方 法

13 子どもの基本的生活習慣を育成し、心 町教委 通年 各小中学校 全町民 町内の各小中学校に横断幕の掲示、生涯学習情

早寝早起き朝ご 身の健やかな発達を促し、子どもの健 ・町内 報誌等での町民への奨励及び夏休み・冬休み中

飯運動の奨励 全育成に寄与する。 のＩＰ告知端末での啓発。

主

14 中学校で実施している「職場体験学習」町教委 ６月 厚岸町内 町内の中学生 各中学校の「総合的学習」での職場体験が円滑

催 職場体験支援事 の支援として、職業を通した進路学習 リストの送付 に行なわれるために支援企業・機関等のリスト

業 等に寄与する。 を作成する。

事

15 家庭を離れて異年齢での集団活動を体 町教委 １月または２ ネイパル 町内の小学生 学生ボランティアの協力のもと、スポーツ交流、

業 通学合宿 験することにより、よりよい生活習慣 月予定 厚岸 学習時間、規則正しい生活をおくり、子どもの

及び学習習慣の定着を図る。 体力や学習意欲の向上を図る。

16 様々な体験活動を通して、少年の健全 厚子連 夏･冬予定 町外 町内の児童生徒 野外体験活動等の事業を開催

厚岸町地域子ど 育成と世代間交流に寄与する。 及び育成者

団 も会育成連絡協

議会事業

体 17 地域における子ども会活動に関わる育 道子連 未定 未定 管内の子ども会 事例発表、全体協議

北海道地域子ど 成・指導上の問題点を明らかにすると 育成者・事務局

事 も会育成研究協 ともに、望ましい子ども会活動のあり 及び行政担当者

議会 方を研究協議し活性化を図る。

業

18 管内の子ども会会員が集まり、スポー 釧子連 未定 未定 釧路管内の小学 釧路管内の各市町村で持ち回りで。

釧路地区地域子 ツ大会などの体験活動をとおして交流 生、子ども会会

ども会研修交流 し親睦を深め、子ども会活動の一層の 員

会 発展を図る。

19 管内における子ども会活動に関わる育 釧子連 11月頃予定 鶴居村 釧路管内の子ど 釧路管内の各市町村で持ち回りで実施

釧路地区地域子 成･指導者が一同に会し、子ども会活動 も会会員 【今年度：鶴居村】

ども会育成連絡 に関わる問題についての研究協議に取 ＊令和５年度：厚岸町にて開催

協議会育成指導 り組むとともに、子ども会活動の一層

者研修会 の発展を図る。



少 年 教 育 №４

区 事 業 の 概 要

事 業 名 事 業 の 趣 旨 主 催

分 期 間 場 所 参 加 対 象 事 業 内 容 ・ 実 施 方 法

20 少年が日頃考えていることについて意 釧路総合 ７月31日(水) 釧路市 町内少年の主張 釧路管内市町村代表者よる発表大会

少年の主張釧路 見を発表し広く道民に訴え、相互理解 振興局 大会で最優秀賞

総合振興局地区 を深め青少年の健全な育成に資する。 を受賞した者

派 大会

遣 21 少年が日頃考えていることについて意 北海道環 ９月上旬 札幌市 釧路総合振興局 各振興局代表者による発表大会

少年の主張全道 見を発表し広く道民に訴え、相互理解 境生活部 地区大会で最優

事 大会 を深め青少年の健全な育成に資する。 秀賞の者

業 22 中学生・高校生が他市町村の参加者と 道教委 道教委主催事業のため、情報誌等での周知の協

青少年の体験活 の交流、地域課題の解決に向けたアク 力など

動推進事業「ｼﾞ ションプランづくり等をとおして、地

ｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰｺｰｽ」 域における主体的なリーダーを養成す

派遣事業 る。



成 人 教 育 №５

事 業 の 概 要
区 事 業 名 事 業 の 趣 旨 所 管
分 期 間 場 所 参 加 対 象 事 業 内 容 ・ 実 施 方 法

23 二十歳を祝福し、成人としての権利や 実行委員 １月５日(日) 真龍小学校 新成人 アトラクション、式典など

二十歳のつどい 義務を認識させるとともに有意義な人 会 H16.4.2～

生を歩むよう激励する。 H17.4.1生まれ

主 24 町内の高齢者が急速な社会の発展に適 町教委 毎月１回程度 真龍小学校ほ 厚岸町在住のお 教養講座、部活動、町外（町内）研修など、

厚岸町生きがい 応するために必要な教養・生活技術を か おむね65歳以上

大学 習得し、豊かな人間関係を培い生きが の男女

いのある人生を送ることを目指す。

催

25 町民の高度化し、多様化した教育的・ 町教委 11月24日（日）厚 岸 中 学 校 町民 講師：未定

生涯学習講演会 文化的な学習要求に対応した学習機会 （予定） （予定） ＊町ＰＴＡ連合会研究大会と合同開催

を提供し、生涯学習の推進に寄与する。

事

26 町民の英語力の向上と文化相互理解を 町教委 10月～12月毎 真龍小学校 町民 町に派遣されているＡＬＴを講師として開設

英会話教室 図るとともに国際性を養う。 週火曜日

（全８回）

業

27 町内外の指導者を講師に講座を開催し、町教委 ４月14日（日）尾幌酪農ふれあ 町民 趣味・文化講座「燻製体験講座」

趣味・文化講座 指導者の活用と学習機会の場を提供す い館 町内講師:山本 浩二 氏

るとともに、町民の豊かで文化的な生 ※町内施設を活用した燻製体験講座を開催

活の向上に寄与する。

５月12日（日）真龍小学校 町民 趣味・文化講座「初心者カメラ講座」

（延期） 町内講師:映像集団「光風」福田 美樹夫 氏

※撮影テクニックの講話と写真撮影（実技）

６月22日（土）真龍小学校 町民 趣味・文化講座「アロマ体験講座」

町内講師:LaundEdge 高山 真由子 氏

※アロマ講座とアロマ手ごね石鹸、アロマワッ

クスバー制作



７月頃 真龍小学校 町民 趣味・文化講座「陶芸教室」（大人編）

※型作り・色付け

町内講師:陶工房

児童生徒 趣味・文化講座「陶芸教室」（子ども夏休み作品

編）※型作り・色付け

町内講師:福田 郁子 氏

８月頃 真龍小学校 児童生徒 「夏休みものづくり（工作）」体験会

講師:未定

９月頃 上尾幌コミュニ 町民 趣味・文化講座（内容未定）

ティセンター 講師:未定

10月頃 真龍小学校 町民 趣味・文化講座「スパイス料理講座」

講師:passport 澤田 氏

11月頃 牡蠣種苗セン 町民 趣味・文化講座「厚岸町郷土愛育成講座（牡蠣

ターほか 編）」

講師:牡蠣種苗センターほか

12月頃 真龍小学校 町民 趣味・文化講座「年越しそば打ち教室」

講師:星川 氏

１月頃 真龍小学校 児童生徒 「冬休みものづくり（工作）」体験会

講師:未定

２月頃 未定 町民 趣味・文化講座「厚岸町郷土愛育成講座（酪農

編）」

講師:釧路太田農業協同組合ほか



成 人 教 育 №６

区 事 業 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨 所 管

分 期 間 場 所 参加対象 事 業 内 容 ・ 実 施 方 法

主 28 町民の学習要求に応えた講座を展開し、町教委 通年 真龍小学校 町民 講座形式で事業を開催。

催 まなviva厚岸 学習機会の拡充を図るとともに、指導 【６講座】ヨガ・ストリートダンス・三味線･カ

事 者の発掘を促し生涯学習社会の推進に ルトナージュ・エコクラフトバンド・己書

業 寄与する。

団 29 町内のＰＴＡ関係者や町民が一堂に会 町Ｐ連 11月24日（日）厚岸中学校 PTA関係者 講演は生涯学習講演会を兼ねる。

体 厚岸町ＰＴＡ連 し、講演や情報交換を通じて、保護者 （予定） 関係機関団体

事 合会研究大会 や教師などの連携のもとに、子供の健 町民

業 全育成を図る。

30 全道の社会教育委員長などが一堂に会 道社連 ７月11日(木) 札幌市 社会教育委員 町社会教育委員長を派遣

第44回北海道社 し市町村の実情交流をするとともに、 ～12日(金) 長

会教育委員長等 講演講義等の研さんを通じて社会教育

派 研修会 の振興を研修する｡

31 全道の社会教育委員等が一堂に会し、 道社連 11月１日(金) 網走市 社会教育委員 町社会教育委員と事務局員を派遣

遣 第63回北海道社 その活動の充実を図るために、市町村 ～２日(土)

会教育研究大会 の実情を交流し、その具体的な解決策

について研修する。

事

32 管内の社会教育委員等が一堂に会し、 釧社連 ８月予定 鶴居村 社会教育委員 町社会教育委員を派遣

釧路管内社会教 町村の実情交流をするとともに、研修

業 育委員研修大会 を通して社会教育委員の資質の向上を

図る



芸 術･文 化 №７

事 業 の 概 要
区 事 業 名 事 業 の 趣 旨 所 管
分 期 間 場 所 参 加 対 象 事 業 内 容 ・ 実 施 方 法

33 本町の文化振興に寄与する活動を行な 町教委 通年 町内 町民 本町の文化に寄与すると認められる発表や展覧

主 厚岸町文化振興事 う団体・個人に助成を行い、町民の情 文化団体等 会等に対し、助成金を交付する。

催 業 操の涵養と文化の向上を図る。

事

業 34 舞台芸術を鑑賞する機会に恵まれない 町教委 ９月頃予定 真龍小学校 町民 講演団体・内容：調整中

トップノッチミュ 地域の住民に芸術鑑賞の機会を提供し、

ージック事業 情操のかん養を図る。

35 町民の芸術活動の普及と奨励のために、実行委員 10月25日～ 社会福祉セン 町民 町民の個人、団体の作品展示会

厚岸町民文化祭 日頃の活動の発表と鑑賞の機会を拡充 会 10月27日 ター 文化団体

（作品展示会） し、文化サークル・グループの育成を で調整予定

団 図る。

36 11月10日（日）社会福祉セン 町民 町民の個人、団体の芸能発表会

（芸能発表会） で調整予定 ター 文化団体

体

37 11月（未定） 社会福祉セン 町民 町民の社交ダンスの発表会

（社交ダンスのつ ター 文化団体

事 どい）

38 釧路・根室管内各市町村の「絵手紙」 北海道公 7月～11月 釧路･根室管 町民 各市町村で募集した絵手紙を集約し、各市町村

業 釧根絵手紙移動展 教室受講者や、絵手紙サークル会員の 民館協会 （各市町村 内各市町村 で巡回展示する。

作品を展示し、愛好者の相互交流を図 釧根支部 展示期間） (会場：福祉ｾ

り、地域に根差した芸術文化活動の推 ﾝﾀｰ又は情報

進を図る。 館)

支 39 町内の吹奏楽の団体が一堂に会して、 厚岸町 ８月下旬 社会福祉セン 町内小中高等学 厚岸町吹奏楽団及び町内小中高等学校の吹奏楽

援 厚岸町吹奏楽 交流や演奏を通じて豊かな精神文化の 吹奏楽団 ター 校・ 町民 部等が出演

事 フェスティバル 創造、音楽芸術の普及や地域文化の発

業 展に寄与する。



広報･情報提供 №８

区 事 業 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨 所 管

分 期 間 場 所 参 加 対 象 事 業 内 容 ・ 実 施 方 法

40 生涯学習事業に関する情報等を提供し、町教委 通年 町民 町民の知りたい情報、知ってほしい情報を提供

生涯学習情報誌 町民一人ひとりの意識啓発と厚岸町の し、より見やすく、親しみやすい情報誌を目指

『LL TIMES』の 生涯学習の推進に寄与する。 す。（月１回、広報「あっけし」に折り込みの

発行 ほか、町内各所に設置）

主

41 生涯学習関係の情報をホームページ上 町教委 通年 町内外 生涯学習情報誌や真龍小学校の利用案内等の情

生涯学習ＨＰの で提供し、町民の生涯学習の意識高揚 報をホームページ上で公開

登録･更新 を図る。

催

42 町民が生涯にわたって学び続けるため 町教委 通年 町民 生涯学習全般に係る学習相談

生涯学習相談窓 に、町民の学習要求に対応する相談体

口開設事業 制を強化し、町民の生涯学習の推進に

事 (ｻﾎﾟｰﾄｺｰﾅｰ) 寄与する。

43 町民一人ひとりの生涯学習の意識高揚 町教委 通年 町民 真龍小学校、役場町民ホールの２ヶ所に設置

「生涯学習コー のため、生涯学習関係資料の情報提供

業 ナー」設置事業 を行う。

44 情報告知端末による生涯学習関係の情 町教委 通年 町民 全世帯に供用されている告知情報端末の活用に

情報告知端末に 報提供を行い、町民の生涯学習の意識 よる情報発信

よる生涯学習情 高揚を図る。

報の提供

45 若年層への情報発信及び、より多くの 町教委 通年 町内外 生涯学習係が主催する事業の告知や事業記録、

ＳＮＳによる生 方に最新情報の発信を行い、事業等の 生涯学習に関する情報を発信

涯学習課情報の ＰＲを行い利用者の増加を図る。

提供



育成センター №９

区 事 業 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨 所 管

分 期 間 場 所 参 加 対 象 事 業 内 容 ・ 実 施 方 法

46 青少年が心身ともにたくましく成長し、青少年問 11月下旬 役場 町内の25歳未満 町内に居住する満25才未満の青少年、団体等

優良青少年表彰式 立派な社会人になる事を期待し、模範 題協議会 の青少年個人及 でスポーツや文化の振興、社会福祉の進展な

となる個人及び団体等を表彰する。 び団体 どに貢献し、功績が顕著なものを審議する。

47 犯罪や非行防止、交通事故のない明る 実行委員 7月 情報館 町内の小・中・ セレモニーを開催し、小・中・高校生による

社会を明るくする い社会を築くために、町民への啓発を 会 高校生、関係機 「宣言」とPR動画上映、啓発グッズを配布す

主 運動啓発事業 行う。 関、団体 る。

48 標語を考えることで児童生徒に非行防 実行委員 11月下旬 役場 町内の小・中・ 非行防止部門、交通安全部門に分けて募集す

社会を明るくする 止・交通安全の意識高揚を図り、家庭 会 高校生 る。審査後、部門ごとに表彰する。

運動標語表彰式 ・学校での明るい生活を目指す。 ※「優良青少年表彰式」と同日に行う予定

催

49 青少年の健全育成を図り、適切な指導 町教委 6月～3月 町内 専任補導員 児童生徒の登下校時に巡視補導を行なう。

専任補導員による 援助を講ずるために、情報の収集・提 湖南地区・湖北地区・合同地区を週１回のペ

巡視・補導業務 供を各学校職員と連携を図る。 ースで巡視

事 50 家庭や学校、地域社会の密接な連携を 町教委 5月､7月､10月 町内 厚岸警察署少年 桜・牡蠣まつり、夏祭り、牡蠣まつりのイベ

特別巡視・補導業 とり、青少年の健全育成に寄与する。 補導員 ント時に併せて巡視補導活動を行う。

務

51 児童生徒の安全確保をおこない、青少 町教委 通年 町内 育成センター所 児童生徒の登下校時に巡視補導を行なう。

業 育成センター巡視 年の健全育成に寄与する。 員

・補導業務

52 社会を明るくする運動の一環として、 社明・青 通年 町内各学校 町内の小・中・ 各学校と地域自治会との連携を通して清掃活

クリーン厚岸運動 各小・中・高校生の環境に対する意識 少年問題 ・地域 高校生 動へ参加協力する。

付けを目的とする。 協議会

53 青少年健全育成のために、教育上の緒 8月･11月･3月 町内の小・中・ 青少年の健全育成、非行防止について理解と

育成センターだよ 問題や育成センターの事業内容等。 町教委 高校生 関心を高めるため、積極的に情報の提供を行

りの発行 う。



期　間 回数 場　所 参加対象 事　　業　　内　　容 備考

１
2024年本の森フェス
ティバル（夏休みお楽
しみウィークリー）

情報館の開館を記念して多彩な
催し物を実施し、町民に情報館
の周知を図る。

情報館 7/27～
　7/28
（夏休み
期間）

１回 情報館全館 一般 古本市・フリーマーケット・おはなし会・
工作会・町民の作品発表・展示などを実施
する。

継続

２
子ども映画会

児童向け映画の鑑賞機会を提供
する。

情報館 第１・３
土曜日
夏休み
冬休み
春休み

月２回

各２回

情報館
視聴覚室

親子
児童

情報館所蔵のＤＶＤや会員である“みんな
のシネマ”から選定し上映する。夏休み・
冬休み・春休みに子ども映画上映を２日間
程度開催。

継続

３
名作鑑賞会

一般向け映画の鑑賞機会を提供
する。

情報館 第２金曜
日･土曜日
未定

月２回

３回

情報館
視聴覚室

一般 情報館所蔵のＤＶＤや会員である“みんな
のシネマ”から選定し上映する。シネマ
ウィークリーの開催。 継続

４
読書週間事業
読書講演会

読書週間に合わせ、読書普及と
情報館の利用促進を図る。

情報館 未定 － 情報館
視聴覚室
会議室
ギャラリー

一般
生徒･児童

読書週間などに各種関連行事を実施する。
おはなし会・パネルシアター・絵本の展
示。児童文学講演会の開催。

継続

５
土曜お話し会 絵本の読み聞かせを通して、絵

本の楽しさや子どもたちとの交
流を図る。

情報館 第２・４
土曜日

月２回 情報館
おはなしの
部屋

親子
児童

来館する子どもたちや親子連れを対象に絵
本の読み聞かせや、紙芝居などを行う。

継続

６
子ども読書推進事業

子どもの読書週間や季節に合わ
せて、読書普及と情報館の利用
促進を図る。

情報館 4/29
春
秋
11/3
冬

年５回 情報館本館
　〃  分館

児童 パネルシアターや絵本の読み聞かせ、紙芝
居、工作会などの実施。

継続

令和６年度　本の森厚岸情報館事業計画

区分 事　業　名 事業の趣旨 所　管
事　　業　　の　　概　　要

主

催

事

業

1



期　間 回数 場　所 参加対象 事　　業　　内　　容 備考
区分 事　業　名 事業の趣旨 所　管

事　　業　　の　　概　　要

７
学校読み聞かせ

ブックトーク・
ブックフェスティバル

小学校で読み聞かせやブック
トークを行い、情報館所蔵資料
の利用拡大と合わせて読書活動
の普及を図る。

情報館 通年 月１
～２回

年１回

厚岸小学校
真龍小学校
太田小学校

児童 学校の休み時間帯、授業時間に絵本の読み
聞かせやブックトークなどを行い、読書の
楽しさを提供する。（ちいさな絵本箱との
共催）また、ブックフェスティバルは学校
と連携して体育館に絵本等を広げ、児童に
自由に選んでもらい貸出しを行う。 継続

８
児童館読み聞かせ

児童館で読み聞かせを行い、読
書活動の普及を図る。

情報館 通年 月１回 子夢希児童館
友遊児童館

児童 絵本の読み聞かせや紙芝居などを行い、読
書の楽しさを提供する。

継続

９
保育所読み聞かせ

保育所で読み聞かせを行い、読
書活動の普及を図る。

情報館 通年 月１回 あっけし
保育所
しんりゅう
保育所
太田へき地
保育所

児童 保育所の昼寝前後の時間帯などに、絵本の
読み聞かせや紙芝居などを行い、読書の楽
しさを提供する。

継続

10
幼稚園読み聞かせ

幼稚園で読み聞かせを行い読書
活動の普及を図る。

情報館 通年 ３回 カトリック
幼稚園

児童 幼稚園において、絵本の読みきかせや紙芝
居などを行い、読書の楽しさを提供する。 継続

11
情報館ＩＴ講座

初級者向けの講習を行い、情報
リテラシーの育成を図る。

情報館 通年 ８講座
ほか

情報館
コンピュー
タ実習室

一般
児童
生徒
中・高校生

パソコンの基本的な操作、表計算、イン
ターネット、年賀状作成などについて初級
講座や応用講座を開設する。ワード・エク
セル講座 （夏休み・冬休み）

継続

12
パソコン相談

パソコン操作に関する相談を受
ける。

情報館 通年 随時 情報館
コンピュー
タ実習室

一般
パソコン操作に関連する相談を受ける（初
級・中級程度）。簡単なものは電話でも応
じる。

継続

主

催

事

業

2



期　間 回数 場　所 参加対象 事　　業　　内　　容 備考
区分 事　業　名 事業の趣旨 所　管

事　　業　　の　　概　　要

13
読み聞かせサークルへ
の支援と連携

「ちいさな絵本箱」の活動を支
援し、連携しながら読み聞かせ
の普及を図る。

情報館 通年 随時 情報館
小学校
町内各施設

乳幼児
児童
生徒
高齢者

小学校や各施設での読み聞かせの連携や協
力を行う。情報館行事で連携した活動を行
う。 継続

14
情報館協議会

町民の意見を聞くための図書館
法第14条に基づく館長の諮問機
関。

情報館 通年 年３回 情報館 町民の代表 図書館の行事、サービス、事業計画などに
ついて館長が委員に諮問する。 継続

15
ブックスタート

０歳児の赤ちゃんに初めての絵
本を配布し、読書の普及を図
る。

情報館 通年 月１回 あみか
赤ちゃん相
談会場

０歳児の赤
ちゃんとそ
の保護者

あみかを会場とした子育て相談日にゼロ歳
児のあかちゃんとその保護者を対象に、読
み聞かせ、絵本の話しを行いながら、ブッ
クスタート・パックの配布を行う。（４ヶ
月・１歳６ヶ月）

継続

16
絵本の読み聞かせ読書
案内

ブックスタートのフォローサー
ビスを行い、読書の普及を図
る。

情報館 通年 月２回 子育て支援
センター
(絵本の広場）

乳幼児 子育て支援センターと連携しながら、乳幼
児とその保護者に読書の魅力を伝える。

継続

17
パソコン操作のサポー
ト

障がいのある方、外国人研修
生、高齢者などを対象にパソコ
ン操作の支援を行う。

情報館 通年 随時 情報館 視覚障がい
の方
外国人研修
生
高齢者など

障がいのある方、外国人研修生、高齢者な
どが、パソコンを利用できるよう継続的な
サポートを行う。 継続

18
学校図書館との連携

学校図書館の活性化に向けた取
組みを行うために連絡会議を継
続的に行う。

管理課
学校教
育係

通年 随時 情報館ほか 小中学校教
員
管理課
(学校教育係）

学校司書
情報館

学校図書館の活性化のために、連携・協力
して、児童生徒の読書活動、学校図書館の
運営方法等について協議する。

継続

主

催

事

業

3



期　間 回数 場　所 参加対象 事　　業　　内　　容 備考
区分 事　業　名 事業の趣旨 所　管

事　　業　　の　　概　　要

19
情報館・海事記念館共
催事業

博物館施設と連携し、博物館・
図書館活動の充実を図る。

情報館
海事記
念館

通年 随時 情報館・海
事記念館

一般
児童
生徒

海事記念館所蔵資料の巡回展示や催事等で
の相互協力を行う。

継続

20
カレンダー無償配布会

各家庭・各企業から頂いたカレ
ンダーを無償で配布する。

情報館 １月初旬 5日間程
度

情報館 誰でも 各家庭・各企業が新年の不要となったカレ
ンダーを収集し、無償で配布をする。 継続

21
小・中・高校総合学習
協力

学校が行う総合学習を援助。 情報館 通年 随時 情報館 児童
生徒

総合学習のための資料の収集・提供と、会
議室等の施設を提供する。

継続

22
情報館サークル活動

情報館の各施設を利用するサー
クルの育成を図る。

情報館 通年 随時 情報館全館 一般 町民の自主的なサークル（文学、音楽、映
画、趣味など）活動の場の提供を行うとと
もに資料面の援助を行う。 継続

23
町民作品展等

町民の幅広い発表の場として作
品の展示、芸術作品の鑑賞など
芸術に触れ合う場を提供する。

情報館 通年 随時 情報館
ギャラリー

一般 町民の創作活動（絵画、写真、その他制作
物の発表・展示）や、芸術作品の鑑賞の場
を提供する。 継続

24
お年寄りのための読み
聞かせ・出前貸出

お年寄りに絵本の読み聞かせや
紙芝居などの楽しさを享受して
もらう。

情報館 通年 随時 情報館
各施設

一般 社会福祉センター、介護老人保健施設、生
涯学習係などと連携して、絵本の読み聞か
せや紙芝居、映画鑑賞などを実施し、楽し
い時間を提供する。
生きがい大学（生涯学習係）での資料貸出
老健ここみでの資料貸出配本

継続

主
催
事
業

支

援

事

業

4



期　間 回数 場　所 参加対象 事　　業　　内　　容 備考
区分 事　業　名 事業の趣旨 所　管

事　　業　　の　　概　　要

25
電子図書館の資料整備
と利用促進

電子書籍の選書・特集の製作等
により電子図書館の充実と利用
促進を図る。

情報館 随時 随時 情報館電子
図書館webサ
イト

一般
生徒
児童

電子書籍の選書・特集の制作・郷土資料や
行政資料を整備し、電子図書館の充実を図
る。また、講座等を開設し利用促進に努め
る。

継続

26
本の森からのおたより
発行

情報館事業の周知と新刊図書・
ＣＤ・ＤＶＤなどを広くＰＲす
る。

情報館 隔月 ６回 情報館 利用者
小中学校

情報館行事や休館日をお知らせするカレン
ダー、新着本、ＣＤ、ＤＶＤなどを紹介す
る。

継続

27
電子掲示板

来館者を対象に情報館行事、カ
レンダーなどをお知らせする。

情報館 通年 随時 情報館 来館利用者 風除室の大型モニターで、情報館行事など
をプレゼンテーションソフトで作成し、周
知をする。

継続

28
情報館ホームページ
ＳＮＳ

情報館のＰＲと利用者の利便性
を図る。

情報館 通年 随時 情報館ホー
ムページ
facebook
Instagram
Ｘ

一般 情報館の蔵書検索・予約、利用案内、行
事・展示案内やスタッフ日記などの情報を
発信する。

継続

29
各種展示コーナーの開
設

時節に合わせて資料の展示を行
い、利用者への話題提供を図
る。

情報館 通年 随時 情報館 一般 情報館職員によるおすすめ資料や、夏休
み・冬休み期間の課題図書、時節の関連資
料、話題資料などの特設展示コーナーを設
置する。 継続
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令和６年度 厚岸町海事記念館事業計画
№１

事 業 実 施 の 概 要
区 事 業 名 事 業 の 趣 旨
分 実施期間・期日 場 所 対 象 回数・人数 事業内容・実施方法

１ プラネタリウム番組を投影し、鑑賞 春 3月 1日 ～5月31日 ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ室 全般 300回 2,000名 ・季節ごとに番組を投影する。
プラネタリウム 機会を拡充するとともに、天文知識 夏 6月 1日～ 8月31日 ＊星座解説番組（一般向、低学年向）
一般投影 の普及を図る。 秋 9月 1日～11月30日 ＊全天周番組（一般向、幼児向、学

プ 冬 12月 1日～ 2月28日 校授業向、アイヌ番組）
ラ
ネ ２ プラネタリウムで投影する番組を自 ・町内外のボランティア（ナレーショ
タ プラネタリウム 主製作することで、プラネタリウム ン）を協力により手作りの番組を制
リ 番組制作 設備の活用を図り、天文知識の普及 作する。
ウ を図る。 ・一般向け星座解説番組（４番組）
ム ・幼児向け 〃 （４番組）
・
天 ３ 学習指導要領に沿った内容を投影す 随時 ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ室 小中学 随時 ・学習指導要領に則した内容を中心に
文 プラネタリウム ることで、天文学習の補助的な役割 校 各学校と打ち合わせを行いながら投
事 学習投影 を担うとともに、利用促進を図る。 影する。
業

４ プラネタリウム番組を広く認知して 毎月 ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ室 全般 月1～2回 ・各季節の番組のほか、全天周番組や
プラネタリウム もらうために、平日の夜間に投影を 各回20名 アイヌ民族番組などを投影する。
夜間投影 行う。

５ オーロラの映像を通じて、地球が生 6月14日（中学校授業） ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ室 全般 14日:2回(中学) ・オーロラメッセンジャー中垣哲也氏
オーロラ映像 み出す大自然の雄大さを認識すると 14日（夜・一般） 14日:1回(一般) が世界各地で撮影したオーロラや大
上映会 ともに、自然への畏敬の念を深める。 15日（午前･一般） 15日:1回(一般) 自然の映像をプラネタリウム室で投

影する。（中学校の授業と連携）

６ 勤労感謝の日にプラネタリウム特有 11月23日（勤労感謝の日） ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ室 全般 １回 各回40名 ・満天の星空を鑑賞し、アロマの香り
熟睡 のリラクゼーションを利用し、気持 と共に心地よい眠りについてもらう。
プラ寝たリウム ちよく眠っていただき日頃の疲れを

癒していただく。

７ 暗いところが苦手な方に、プラネタ 8月の夜間投影時 ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ室 全般 1回 40名 ・会場内の一部の照明をつけてプラネ
あかるいプラネタ リウム投影を行い、鑑賞の機会を図 タリウム投影を行い、季節の星空を
リウム る。 解説して、全天周番組を投影する。

８ 季節の星座観望とその頃に見られる 未定 ﾌﾟﾗﾈﾀﾘｳﾑ室 全般 2回程度 ・必要によりプラネタリウム室で事前
天体観望会 天文現象を天体望遠鏡などで観察 ・町民広場 各回20名 学習をした後、天体望遠鏡などで観

し、天体への興味を喚起し、基礎知 察する。
識を得る場とする。

９ 季節の星座観望とその頃に見られる 10月頃 未定 全般 40名程度 ・釧路市こども遊学館の移動天文車
ほしぞら教室 天文現象を天体望遠鏡などで観察 「カシオペヤ号｣により、肉眼で見

し、天体への興味を喚起し、基礎知 ることができない星雲や恒星を天文
識を得る場とする。 解説を交えながら観察する。



№２

事 業 実 施 の 概 要
区 事 業 名 事 業 の 趣 旨
分 実施期間・期日 場 所 対 象 回数・人数 事業内容・実施方法

１０ 夏休み中に町内の小学生が作った海 募集 7月下旬 １階ホール 全般 作品数 100点 ・町内小学校から作品を募集し、１階
展 海の作品展 に関する作品を募集・展示し、海事 ホールにて展示する。

思想の普及を図る。 展示 9月中旬 観覧者数 200名
示

１１ 青少年を中心とする一般の方々に広 募集4月下旬～8月31日 １階ホール 全般 1ヶ月間 200名 ・館内でのパンフレット配布・ポスタ
事 小中学生「宇宙の く宇宙及び宇宙開発について、興味 ー掲示や、児童館、町内小中学校へ

日」記念作文 ・関心と理解を深める。 展示10月頃 周知を行い、作品を募集する。
業 絵画コンテスト ・出展作品は1階ホールにて展示する。

１２ 研究機関や加盟館と連携し、様々な 4月27日～5月19日 １階ホール 1ヶ月間 200名 ・2017年９月に運用を終えた土星探査
全国科学館連携協 展示物を借り受け、展示することに 全般 機「カッシーニ」がとらえた数々の
議会 巡回 より科学事業の振興を図り、科学に 個性的な月の姿を分かりやすくまと
パネル展 関する関心と理解を深める めたパネルで紹介します。

１３ 小学校の総合学習の時間において、 1月下旬 海事記念館 小 ･ 中 学校の要請によ ・収蔵資料を中心に、実物資料を展示
学校授業支援 昔使っていた道具を学習する授業が ～2月下旬 学校 り解説対応 し、担当教員の学習プランに合わせ
企画展 あり、博物館所蔵の資料を活用し、 ながら展示解説を実施する。展示に
なつかしの道具た 生徒・児童の学習理解に供する。 際しては、自由に触れることができ
ち」 る資料を展示予定。

１４ 明治23年（1890年）に太田地区（旧 12月頃を予定 海事記念館 全般 1ヶ月間 200名 ・屯田兵について説明するパネルと収
特別展 太田村）に入植した屯田兵について 蔵資料を中心に、太田村の屯田兵に
「太田村の屯田兵」 展示を行い、歴史に関する興味・関 ついてを説明する特別展を開催予定。

心を深める。

１５ ８８星座の中に存在しないオリジナ 未定 海事記念館 全般 作品数 100点 ・所定の用紙（星図）に線やイラスト
オリジナル星座 ルの星座を考案してもらうことで、 を描いてもらい、賞の選定と出展作
コンテスト 天文への興味・関心を深める。 品の展示を行う。

１６ 天体写真家の作品を展示し、天文に 未定 海事記念館 ・天文写真家吉田隆行氏による天体専
天体写真展示 対する興味・関心を引き出すととも 用デジタルカメラ等を使用した作品

に、プラネタリウムの利用に繋げる。 展。

博 １７ 海事及び科学教育を通して交流を図 募集 4月 町内 小学4 月1回 ・事業計画に基づき実施する。
物 海事記念館 り、自ら取り組む積極性や、仲間と 年生～ （郷土学習、科学実験、工作など）
館 こどもクラブ 協力することの大切さを学ぶ。 実施 5月～3月 6年生 計11回
活
動 １８ 海に関することに興味を持たせ、海 春 4月 3日～ 6月30日 館内 全般 ４回 200名 ・館内において展示物や海に関するク
事 海事記念館 事に関する知識向上を図るととも 夏 7月 3日～ 9月29日 イズをテーマ毎に出題し海事、科学、
業 探検クイズ に、海事記念館の利用促進を図る。 秋 10月 2日～12月28日 天文学知識の普及を図る。

冬 1月 7日～3月30日



№ ３

事 業 実 施 の 概 要
区 事 業 名 事 業 の 趣 旨
分 実施期間・期日 場 所 対 象 回数・人数 事業内容・実施方法

講 １９ 厚岸の歴史や文化財などをテーマと 随時 町内 全般 随時 ・町内の自治会や老人クラブ、小学校
師 出前講座 した出前授業・講演を行うことによ など、町民からの要望により、学芸
・ 「おでかけ先生」 り、博物館・文化財への普及・啓発 員が出向き、厚岸の歴史や文化財な
講 を図る。 どを紹介する。
座
関
連 ２０ 学芸員が日頃行っている調査・研究 ３月 海事記念館 全般 １回 ・学芸員の調査・研究内容の発表。

事 海事記念館学芸員 を多くの人に知ってもらうため、発

業 講座 表する。

実 ２１ 町内の各学校が実施している企業実 随時 館内ほか 町内の ４回 ・プラネタリウム操作体験、施設管

習 企業実習受け入れ 習及び職場体験を受け入れること 中学生 ８名 理業務、文化財保護体験、文化財

・ で、生徒の職業観を養う。 高校生 探訪など。

来
館 ２２ 学校授業や各種団体等の要望に応じ 随時 館内ほか 学校 30回 ・学芸員による施設内解説、プラネ

団 各種団体受け入れ た受入れを行い、天文・歴史の知識 各団体 500名 タリウム鑑賞など。

体 の啓発と施設の利用促進を図る

２３ 海事記念館の事業情報を多くの方々 ホームページ及び － 全般 随時 ・事業周知、天文情報を随時更新し、
広報活動事業 に周知し、理解を深めるとともに生 ＳＮＳの更新 情報発信を行う。

周 涯学習等の場としての利用促進を図
る。 インターネット － 全般 随時 ・ホームページの他、北海道デジタル

知 博物館 ミュージアムのシステムを利用し、
資料の公開と情報提供を図る。

関
利用促進案内 釧路・根室 小中学校 1回 ・３館の概要を郵送で釧路・根室管内

係 管内 小中学校全校等へ郵送しＰＲを行う。

２４ 厚岸町を訪れる観光客に対し、歴史 観光関係施設等への 観光関連 全般 随時 ・観光施設等にリーフレットを設置し、
３館利用促進事業 ・文化などを知る観光施設としての リーフレットの設置 施設 個人客観光客の利用促進を図る。

海事記念館・郷土館・太田屯田開拓
記念館の利用促進を図る。

３館スタンプラリー ３館 全般 開館期間 ・３館の広域的な入館促進を図るため、
ラリー達成者に景品を贈る。



№ ４

事 業 実 施 の 概 要
区 事 業 名 事 業 の 趣 旨
分 実施期間・期日 場 所 対 象 回数・人数 事業内容・実施方法

２５ 文化財に対する知識や認識を深める 未定 町外 全般 1日間 20人 ・町内や近隣地域の歴史を学習し、厚

文 ふるさと教室 ため、町内および近隣の歴史施設を 岸の文化財・歴史を再認識するとと

化 見学する。 もに、知識の向上を図る。

財
関 ２６ 植物を観察し、町内の自然の知識に 未定 海事記念館 全般 1日間 10人 ・太田農村公園内に自生している植物

係 植物観察会 ついて深める。 を観察し、町内の自然についての知

事 識向上を図る。講師は釧路市立博物

業 館の持田学芸員を予定している。

２７ 天然記念物大黒島海鳥繁殖地を視察 ６～９月の間に開催予定 大黒島 全般 1日間 10人程度 ・大黒島トッカリ岩付近でゼニガタア
第34回 し、自然保護の大切さを学ぶ。 ザラシを観察し、上陸後厚岸臨海実
体験学習セミナー 験所職員による解説を行う。（北海道

大学北方生物圏ﾌｨｰﾙﾄﾞ科学ｾﾝﾀｰ厚岸
臨海実験所共催事業）

２８ 町内指定文化財の巡回パトロールを 随時 町内全域 学芸員 随時 ・随時、指定文化財を巡回し点検する。
文化財パトロール 実施し、文化財の保存と活用を図る。 また、町内設置の標柱・説明板につ

いても不良箇所等があれば合わせて
修繕等を行う。

２９ 天然記念物緋鮒生息地である床潭沼 6月～9月 3回程度 床潭沼 教委 引上数 2回 ・天然記念物緋鮒生息地である床潭沼
床潭沼緋鮒生息調 での緋鮒生息を把握する。 で籠による生息調査を実施する。
査 ※平成29年７月に１匹を捕獲。

３０ 無形文化財である「厚岸かぐら」の 随時 町内 町民 ・厚岸かぐら同好会及び少年団の他、
無形文化財「厚岸 伝承活動を行っている厚岸かぐら同 伝承校である真龍小学校での授業支
かぐら」活動 好会及び少年団の活動を支援し、無 援
継承支援 形文化財の伝承を図る
３１ 国指定史跡である「国泰寺跡」の整 年２回 海事記念館 町教委 1回 8名 ・史跡国泰寺跡保存活用計画策定委員
国指定史跡国泰寺 備を進める。 ほか 会の開催
跡整備事業



№５

事 業 実 施 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨

番号 実施期間・期日 場 所 対 象 回数・人数 事業内容・実施方法

ア ３２ 絶滅危惧種に指定されているアッケ 播種 4月下旬 郷土館前 委託 ①海事記念館前、郷土館前での栽培。

ッ アッケシソウ シソウの増殖を図り、保護意識を高 雑草駆除 随時 チカラコタン ・栽培地の耕耘、播種と海水散布

ケ 増殖推進事業 める。 種子採取 11月中旬 ②チカラコタン地区での新規栽培

シ ・栽培地の耕耘、播種（4月）

ソ ・海水流入路の随時点検清掃

ウ ・土壌及び海水面の調査（委託）

関 ・種子の確保（秋期）

連
事 ３３ アッケシソウ栽培について、町民に ５月～９月、10月 郷土館前 全般 アッケシソウについて勉強会および観察会

業 アッケシソウ啓発 紹介するとともに、定期的に観察会 頃 チカラコタン ・アッケシソウについての学習・当町のこ
事業 を開いて成長を一緒に見ていくこと れまでの取り組み紹介

で、町民のアッケシソウへの興味を ・栽培地の観察（発芽から紅葉まで）
高める。

３４ 文化財や厚岸町の歴史、海事に関わ 通年 町内・ 収蔵庫 学芸員 随時 ・寄贈申し出や資料等について収集を行い、
資料収集・整備、 る資料の収集に努め、所蔵資料の充 資料室 博物館活動を充実させる。

そ 調査事業 実を図るとともに整備・保存 ・収蔵庫・資料室に保管している資料の適

の 正な管理を行う。（資料整理と台帳管理）

他 ・海事記念館学芸員による調査。

３５ 漁業に従事した人を解説ボランティ 通年 海事記念館 全般 随時 ・解説ボランティアによる実際の漁業体験
解説ボランティア アとして来館者に説明してもらい、 展示資料等に関する説明と質問対応。
事業 博物館活動の充実を図る。



令和６年度生涯学習課スポーツ係事業計画
No.１

事 業 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨 主 催

期 間 回数 場 所 参加対象 人数 事 業 内 容

パークゴルフ パークゴルフの普及、拡大 パークゴルフ協会の協力を得て開催。パーク
１ 教室 を推進するとともにパーク スポー ５月25日 １回 宮園パーク 町民 20 ゴルフのルールやマナー、基礎的な技術指導

ゴルフを通じて町民の健康 ツ係 ゴルフ場 などをつうじて、町民にパークゴルフの魅力
と体力づくり目的に開催。 と楽しさを紹介する講習会。

第71回厚岸町ソ 町技のソフトボールを通じ スポー 少年の部も設けてはいたが、過去10年あまり
２ フトボール大会 広くスポーツに対する理解 ツ係 ５月26日 １回 宮園公園 町民 150 参加チームが無く、第63回大会から一般の部

と関心を深め町民の健康増 スポー 野球広場 のみの大会として実施。
進を図る事を目的に開催。 ツ協会

第26回町民パー パークゴルフの普及と生涯 実行 町民に広く呼びかけ参加者を募り実施。男女
３ クゴルフ大会 スポーツの活性化並びに町 委員会 ６月23日 １回 宮園パーク 町民 50 各優勝者に賞状及びトロフィーを授与、参加

民の健康増進を図ること目 スポー ゴルフ場 者全員に賞品を贈呈。
的に開催。 ツ係

海洋スポーツ体 海洋スポーツ体験を通し 主に海洋クラブ員を対象に、カヌー・ヨット
４ 験事業 て、海事思想の普及やスポ スポー ６月 随時 海洋 小学生 100 ・ローボートなどの海洋スポーツの知識と技

（海洋クラブ） ーツレクリエーション活動 ツ係 ～ センター 中学生 術の実践的な指導を行う。海洋クラブ員はＢ
の振興及び体力・健康の増 ９月 艇庫 高校生 ＆Ｇ交流交歓会に出場予定。
進を図ることを目的として
実施。

海洋スポーツ体 カナディアンカヌーの技術 一般 比較的取り組みやすいカナディアンカヌーの
５ 験事業 や知識をつうじて親水性を スポー ８月24日 １回 海洋 小学4年 10 パドリング技術や知識をつうじて、海や川で

（カヌー教室） 培い、海洋性スポーツの普 ツ係 センター 生以上 遊ぶことの楽しさを学ぶ、海洋性スポーツの
及、振興を図ることを目的 艇庫 児童 入門的な教室を開催。
に開催。

海洋スポーツ体 海洋スポーツを通じて親水 町内の小学生を対象に、比較的取り組みやす
６ 験事業 性を培い、海洋スポーツの スポー ７月 ２回 海洋 町内 60 いカナディアンカヌーを用いて行う自然体験

(カヌー体験事 普及、振興を図ることを目 ツ係 ～ センター 小学生 学習。
業) 的に開催。 ９月 艇庫

Ｂ＆Ｇ北海道ブ 海洋スポーツを通じて、道 北海道 道内の海洋センター・クラブ員を対象に実
７ ロックスポーツ 内各海洋センター・クラブ Ｂ＆Ｇ ７月下旬 １回 大樹町 小学生 ５ 施。

交流交歓会「水 相互の交流、親睦を深める 連絡協 中学生 【種目】ＯＰヨット、カヌー、ローボート競
上の部」 とともに海事思想及びスポ 議会 高校生 技。（小・中学生、高校生男女の各部）

ーツレクリエーション活動 スポー
の振興を図る。 ツ係



No.２

事 業 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨 主 催

期 間 回数 場 所 参加対象 人数 事 業 内 容

第８回タンチョ 高い競技レベルを間近で観 令和２年度より厚岸町で釧路市ほか２市町と
８ ウリーグin厚岸 ることでスポーツ意欲の向 スポー ８月中旬 １回 宮園公園 町民 300 合同開催。

上と普及を図る。 ツ係 野球場

第49回厚岸町教 少年野球を通じて、運動能 厚岸野球連盟の協力を得て実施。町内のチー
９ 育長旗少年野球 力の向上と心身の健全な育 スポー １回 宮園公園 小学生 150 ムのほか釧根管内で活動しているチームにも

大会 成や参加選手相互の親睦と ツ係 ９月 野球場 参加を呼びかけて開催。
交流を深めることを目的に
開催。

Ｂ＆Ｇクリーン 海洋スポーツに親しむ機会 海洋クラブ員や艇庫利用者を対象に、主に艇
10 フェスティバル の提供と、活動水域の清掃 スポー ９月上旬 １回 海洋 小学生 10 庫を中心とした海辺の清掃活動を実施。

in厚岸 活動を通じて水辺の環境保 ツ係 センター 中学生
全に対する意識付けを目的 艇庫 高校生
に開催。

着衣泳教室 地震・津波に特化した教育 海・川・湖などで溺れた際に救助されるまで
11 課程に組んでおり、その一 スポー ９月 １回 温水 真龍小 100 着衣を利用した正しい浮き方を学ぶための水

環として小学生を対象に着 ツ係 ～ プール 厚岸小 辺の安全教育として開催。
衣泳教室を毎年開催 10月 太田小

第28回町民ファ 例年10月に、参加者自身の コースを宮園公園内に設定して実施。1.5ｋ
12 ミリーマラソン 体力に応じたコース選択を スポー 10月13日 １回 宮園公園 幼児 80 ｍ、3.0ｋｍ、4.0ｋｍのコースで行い、参加

大会 し、走ることの楽しさを体 ツ係 小学生 者全員に参加賞や記録証を授与、また各コー
感する。また、参加者相互 中学生 スの上位３位までを表彰、幼児には参加記念
の親睦、交流を深めること 町民 メダルを授与している。
を目的に開催。

厚岸町体力・運 調査結果を基に、町民の体 スポーツ庁が行う「体力・運動能力調査」に
13 動能力調査 力・運動能力の現状を明ら スポー 10月26日 １回 海洋 一般 20 より、体力テスト判定委員の協力を得て実施。

（厚岸町体力テ かにするとともに、今後の ツ協会 センター (2 0歳以
スト） 体育・スポーツの指導と行 体育館 上)

政上の基礎資料を得るため
に実施。

スポーツ少年団 スポーツ少年団員の基礎体 町内のスポーツ少年団員を対象に開催。
14 体力テスト 力を測定し、その基礎数値 スポー 11月9日 １回 海洋 スポー 50 上体起こし・腕立て伏せ・時間往復走・立ち

を基に日頃の活動のなかで ツ少年 センター ツ少年 幅跳び・５分間走の５種で基礎体力を測定。
バランスの良い体力づくり 団本部 艇庫 団員
を行うことを目的に開催。



No.３

事 業 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨 主 催

期 間 回数 場 所 参加対象 人数 事 業 内 容

第39回道新杯小 成長期にある児童を対象 北海道新聞社厚岸支局と共催。釧路管内で活
15 学生ミニバスケ に、ミニバスケットボール 北海道 11月30日 １回 真龍 小学生 50 動しているチームにも参加を呼びかけて開

ットボール大会 を通じて、体力や技術の向 新聞社 小学校 催。
第37回厚岸町小 上及び選手相互の親睦、交 スポー 体育館
学生ミニバスケ 流を目的に開催。 ツ係
ットボール大会

厚岸町スポーツ 町内で活動するスポーツ少 スポーツ少年団員や指導者で編成されたチー
16 少年団交流会 年団員が一堂に集い、レク スポー 12月７日 １回 釧路市 スポーツ 50 ム対抗のボーリング大会や昼食会を交えた親

リエーション活動などを通 ツ 少年団員 睦会。
して友情の輪を広げ、仲間 少年団
意識と団体活動の活発化を 本部
図ることを目的とする。

スタートコーチ 地域のスポーツの定着化を 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者養成や
17 養成研修会 促進するためスポーツ少年 北海道 11月頃 １回 道東地区 一般 ５ 日本スポーツ少年団指導者養成カリキュラム

団の育成・指導にあたる日 スポー に基づき実施。
本スポーツ協会公認スター ツ協会 ※新規はスタートコーチ、旧資格者の移行は
トコーチの養成を目的に北 コーチングアシスタント（通信講習）
海道スポーツ協会が開催。

第11回厚岸町 フットサル競技の普及と父 町内チームのほか、釧根管内で活動している
18 スポーツ協会長 母及び関係者の連携強化を スポー 12月14日 １回 真龍 小学生 60 チームにも参加を呼びかけて開催。

杯少年少女フッ 図り、選手相互の友情と交 ツ協会 小学校
トサル大会 流の輪を広め心身の健全な 体育館

発達に寄与する。

佐藤龍世野球教 厚岸町出身の現役プロ野球 海洋 身近なプロ野球選手からの指導によりスポー
19 室 選手による子どもたちへの スポー 12月末 １回 センター 小学生 50 ツ振興の発展に寄与する。佐藤龍世選手の帰

野球指導。 ツ係 体育館 中学生 省に合わせて実施予定。

親子スケート教 小学校２年生以下の幼児・ 主に立つこと、歩くことができない子を対象
20 室 児童を対象とし、親子のふ スポー １月中旬 １回 宮園公園 幼児 20 に、氷上の安全な転び方やブレードへの体重

れあいを通じてスケートの ツ係 スケート 小学生 移動など、スケートの初歩的な技術指導を行
初歩的な技術を習得するこ リンク 保護者 う。
とでスケートの楽しさを学
ぶことを目的に開催。



No.４

事 業 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨 主 催

期 間 回数 場 所 参加対象 人数 事 業 内 容

スノーシュー・ 高齢者から青少年まで気軽 子供から高齢者までを対象とし、愛冠岬周辺
21 ウォーキング に楽しめるスポーツである スポー １月下旬 １回 愛冠岬周辺 小学生 20 を散策することで、冬期間の運動不足解消が

体験会 スノーシュー・ウォーキン ツ係 中学生 主な目的。
グをすることで、冬期間に 一般
おける町民の運動不足を解
消することを目的に開催。

スポーツ障害外 スポーツ活動時に、繰り返 町内スポーツ少年団、部活動、スポーツ協会
22 傷調査 し行われる動作によって発 スポー １月下旬 １回 町内 一般 500 に調査票を配布。障害・外傷の件数と内容、

生するスポーツ障害等の実 ツ係 ～ 経過まで集計を行う。調査結果はスポーツ障
態をアンケート調査で把握 ２月下旬 害講演会のテーマ選びなどで活用する。
し、障害外傷を未然に防ぐ
ために役立てるのが目的。

第30回釧路管内 スポーツ少年団に関する指 釧路管 スポーツ指導者や母集団の資質の向上を目的
23 スポーツ少年団 導者及び母集団が一堂に会 内スポ ３月上旬 １回 釧路市 一般 ５ に開催されるスポーツ少年団連絡協議会の主

指導者・母集団 し、交流・親睦を深めるこ ーツ 催事業。
交流研修会 とにより連携を図り、各単 少年団

位団の更なる発展と指導者 連絡協
の資質向上を目的に開催。 議会

スポーツ障害の要因や事例 スポーツ障害に詳しい講師を招聘し、障害の
24 スポーツ障害 を通じて、適切な運動や指 スポー ３月中旬 １回 町内 一般 50 事例や防止に関する講座を開催。

講演会 導法を学び、障害を未然に ツ係
防止することを目的に開
催。

スポーツ合宿の スポーツ団体等が行うスポ たんちょうリーグ関係チームをはじめ各スポ
25 誘致 ーツ合宿の普及を図るた スポー 通年 随時 スポーツ 各種団体 300 ーツ団体のスポーツ合宿を誘致し、町内スポ

め、スポーツ施設の機能や ツ係 施設 ーツの振興に寄与するとともに、町内の経済
環境を生かした誘致を行 効果にも期待する。
う。

厚岸町立小中学 厚岸町における生涯スポー 学校教育に支障のない範囲で学校の体育施設
26 校施設開放事業 ツ振興のために、学校教育 スポー 通年 随時 町内 一般 300 を地域住民のスポーツ活動に開放する。

施設を広く町民に開放し、 ツ係 小中学校 【実施校】太田中学校
健康、体力づくりを推進す
るとともに、明るく豊かで
活力ある地域社会の育成を
図る。



No.５

事 業 の 概 要
事 業 名 事 業 の 趣 旨 主 催

期 間 回数 場 所 参加対象 人数 事 業 内 容

海洋センター・ 学校週５日制に伴い、児童 海洋センタ 町内の児童生徒を対象に、毎週土曜日を無料
27 勤労者体育セン 生徒にスポーツ活動等の場 スポー 通年 土曜 ー 小学生 500 開放する。

ター施設特別開 を提供し、心身の健全育成 ツ係 日 勤労者体育 中学生
放事業（学校週 と体力づくりを推進する。 センター
5日制対応事業）

スポーツ少年団 地域のスポーツの定着化及 各スポーツ少年団の活動内容を広報あっけし
28 だより発行 び、スポーツ少年団員の増 スポー 通年 2回 － － － に折り込み、町民に少年団活動を周知するこ

加を目的とした活動案内を ツ係 とを目的とする。
発行し、スポーツ活動の促
進を行う。



令和６年度生涯学習課温水プール事業計画
No.１

事 業 の 概 要
区分 事 業 名 事 業 の 趣 旨 所管

期 間 回数 場 所 参加対象 人数 事 業 内 容

１ 来年度就学する幼児を対象 Ａ班 楽しさ・喜びを先行させた水慣れ遊び
幼児(年長)水泳 に、楽しいプール体験を通 温水 ６月 ４回 温水 来年度就学 10人 ・水泳の運動としての発展性を考慮し
教室 して、水に慣れ親しみ水泳 プール プール 予定の幼児 た内容の遊びなどの楽しいプール体験

人口の底辺拡大とプールの 15：00～ Ｂ班 を通して水に慣れ親しませる。
継続利用を奨励するために 10人
実施する。 16：00～

主 ８月～９月 ４回 Ａ班
10人

15：00～
Ｂ班

16：00～ 10人

催 ２ 水に恐怖感をもつ低学年児 Ａ班 楽しさ・喜びを先行させた水慣れ遊び
小学1･2･3年生 童を対象に、遊びを通して 温水 ５月 ４回 温水 小学１～３ 10人 ・水泳の運動としての発展性を考慮し
水慣れ教室 プールの楽しさを体験さ プール プール 年生 た内容の遊びなどの楽しいプール体験

せ、泳法技術習得への準備 15：00～ Ｂ班 を通して水に慣れ親しませる。
段階とし、併せてプール利 10人
用者の拡大と継続利用を奨 16：00～
励するために実施する。

事 10月 ４回 Ａ班
10人

15：00～
Ｂ班

16：00～ 10人

３ 水に慣れてきた低学年児童 ５月 Ａ班 水慣れ遊び・ビート板等の道具を使用
業 小学1･2･3年生 を対象に、キックを通して 温水 15：00～ ４回 温水 小学１～３ 10人 したキックの練習・水泳の運動として

キック教室 一人で進む事への楽しさを プール プール 年生 の発展性を考慮した内容の遊びなどの
体験させ、泳法技術習得へ 16：00～ Ｂ班 楽しいプール体験を通して一人で進め
の導入段階とし、併せてプ 10人 る事の楽しさを伝える。
ール利用者の拡大と継続利
用を奨励するために実施す 11月 ４回 Ａ班
る。 15：00～ 10人

16：00～ Ｂ班
10人



No.２

事 業 の 概 要
区分 事 業 名 事 業 の 趣 旨 所管

期 間 回数 場 所 参加対象 人数 事 業 内 容

４ 道具を使わずに前に進める ４月 A班 泳法技術習得の基礎となるクロールを
小学1･2･3年生 ようになった低学年児童を 温水 15：00～ 温水 小学 10人 中心に指導する。
クロール教室 対象に、クロールの習得を プール ４回 プール 1～3年生

目指し、併せてプール利用 16：00～ B班
者の拡大と継続利用を奨励 10人
するために実施する。

主 10月～11月 A班
15：00～ 10人

４回
16：00～ B班

10人

催 ５ 水に慣れていない高学年児 ５月 泳法技術習得の基礎となるクロール・
小学4･5･6年生 童を対象に、伏し浮きやキ 温水 ４回 温水 小学 10人 背泳ぎを中心に指導する。
キック教室 ックを泳法技術習得への導 プール 16：00～ プール 4～6年生

入段階として行い、併せて
プール利用者の拡大と継続 10月～11月
利用を奨励するために実施 ４回 10人
する。 16:00～

事
６ 道具を使わずに前に進める ４月 泳法技術習得の基礎となるクロールを
小学4･5･6年生 ようになった高学年児童を 温水 温水 小学 10人 中心に実施する。
クロール教室 対象に、クロールの習得を プール 16：00～ プール 4～6年生

目指し、併せてプール利用
者の拡大と継続利用を奨励
するために実施する。 8月～9月

業 10人
16:00～

７ 厚岸町の青少年水泳愛好者 水泳教室修了者やある程度の泳力のあ
厚岸スイミング の泳力レベルの向上及び安 温水 4月～11月 温水 小学生 初級 る児童・生徒を対象にサークル活動的
ギャラクシー 全水泳の普及を通し、プー プール プール 中学生 10人 な水泳練習を行いながら、四泳法の泳
(少年の部) ル利用者の拡大と継続利用 19:00～ 法技術を指導する。

を奨励するために実施す 中級
る。 67回 10人



No.３

事 業 の 概 要
区分 事 業 名 事 業 の 趣 旨 所管

期 間 回数 場 所 参加対象 人数 事 業 内 容

８ 水泳人口の拡大と町民の体 ５月 ４回 昼の部 クロールと背泳ぎを基礎から指導する。
初心者教室 力増進・健康維持、泳法技 温水 19：00～ 温水 10人

術の習得を目的に実施す プール プール 一般のみ
る。

５月～６月 ４回
15：00～ 夜の部 10人

８月～９月 ４回 高校・一般
15：00～ 10人

主
19：00～ ４回 10人

９ 水泳人口の拡大と町民の体 昼の部 クロールを指導する。
クロール教室 力増進・健康維持、泳法技 温水 ４月 温水

術の習得を目的に実施す プール 15：00～ ４回 プール 一般のみ
る。 10人

催 夜の部
19：00～ ４回

高校・一般

10 水泳人口の拡大と町民の体 ６月～７月 昼の部 背泳ぎを基礎から指導する。
事 背泳ぎ教室 力増進・健康維持、泳法技 温水 15：00～ ４回 温水 一般のみ 10人

術の習得を目的に実施す プール プール
る。

７月 ４回 夜の部 10人
19：00～ 高校・一般

11 水泳人口の拡大と町民の体 ９月～10月 昼の部 平泳ぎを基礎から指導する。
業 平泳ぎ教室 力増進・健康維持、泳法技 温水 温水 一般のみ ※昼夜同時開催

術の習得を目的に実施す プール 15：00～ ４回 プール 10人
る。 夜の部

19：00～ 高校・一般

12 水泳人口の拡大と町民の体 １０月 昼の部 バタフライを基礎から指導する。
バタフライ教室 力増進・健康維持、泳法技 温水 温水 一般のみ ※昼夜同時開催

術の習得を目的に実施す プール 15：00～ プール
る。 ４回 夜の部 10人

19：00～ 高校・一般



No.４

事 業 の 概 要
区分 事 業 名 事 業 の 趣 旨 所管

期 間 回数 場 所 参加対象 人数 事 業 内 容

13 町民の体力増進・健康維 ６月 昼の部 水中でのウォーキングを中心に、水の
水中ウォーキン 持、水中歩行技術の習得を 温水 温水 一般男女 抵抗を利用した運動を指導する。
グ教室 目的に実施する。 プール 15：00～ ４回 プール 10人

夜の部
19：00～ ４回 高校・一般 10人

主
14 厚岸町の一般の水泳愛好者 4月～6月 水泳教室修了者やある程度の泳力のあ
厚岸スイミング の泳力レベルの向上及び安 温水 8月～11月 温水 一般男女 昼夜 る一般を対象にサークル活動的な水泳
ギャラクシー 全水泳の普及を通し、プー プール プール 一定以上の 各10人 練習を行いながら、四泳法の泳法技術
(一般の部) ル利用者の拡大と継続利用 15:00～ 泳力がある を指導する。

催 を奨励するために実施す 19:00～ 30回 健康な人
る。また、泳力検定で２級
・１級の合格を目指す。 7月

16:00～
事

15 水泳愛好者に対する目標設 日本水泳連盟泳力検定実施マニュアル
(公財)日本水泳 定と泳力レベルの向上及び 温水 定期的に水 に則して性別・年齢別の泳力検定を実
連盟泳力検定会 安全水泳の普及を通し、生 プール 11月 温水 泳を練習し 施する。

涯スポーツの振興に寄与す プール ている健康 15人
ることを目的に実施する。 15：00～ １回 な人

業

16 トレーニング機器の安全・ トレーニング機器の取り扱い説明と実
ウェイトトレー 効果的な使用方法の習得を 温水 ４月～11月 随時 温水 一般男女 15人 技指導。
ニング講習会 目的に実施する。 プール プール 高校生

トレー 以上
ニング室

17 海洋スポーツを通じて、道 Ｂ＆Ｇ北海道ブロック・スポーツ交流
共 Ｂ＆Ｇ北海道ブ 内各海洋センター・クラブ 北海道 ８月 １回 沼田町 小学生 ５人 交歓会「水泳の部」に参加し、水泳競

ロック・スポー 相互の交流、親睦を深める Ｂ＆Ｇ 中学生 技を通じて、技術の向上と相互の親睦、
催 ツ交流交歓会 とともに、海事思想及びス 連絡 交流を図る。

「水泳の部」 ポーツレクリエーション活 協議会
事 動の振興を図る。

業


